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特集
中国の自由貿易試験区

―現状と展望―
　

本
稿
で
は
、
上
海
自
由
貿
易
試
験
区

（
以
下
、
上
海
自
貿
区
）
に
お
け
る
地

場
企
業
の
動
向
に
焦
点
を
当
て
た
い
。

二
〇
一
五
年
に
、
上
海
自
貿
区
で
は

一
万
八
〇
〇
〇
社
の
企
業
が
新
設
さ
れ

た
。
そ
の
う
ち
、
地
場
の
新
設
企
業
数

は
一
万
四
四
〇
〇
社
に
上
っ
て
お
り
、

全
体
の
八
〇
％
を
占
め
て
い
る
⑴
。
地

場
企
業
の
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
上
海
自
貿
区
の
実
際
の
進
捗
状

況
と
政
策
効
果
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
上
海
自
貿
区
は
、

貿
易
と
名
乗
っ
て
い
な
が
ら
、
サ
ー
ビ

ス
貿
易
の
自
由
化
以
外
に
、
行
政
改
革
、

金
融
改
革
と
い
っ
た
重
要
な
機
能
も
担

っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
反
映
し
て
、

地
場
企
業
の
発
展
に
と
っ
て
も
、
上
海

自
貿
区
は
、
様
々
な
面
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、

①
起
業
と
創
業
の
促
進
、
②
対
外
直
接

投
資
の
拡
大
、
③
越
境
電
子
商
取
引
の

展
開
、
と
い
う
三
つ
の
面
に
焦
点
を
絞

っ
て
、
上
海
自
貿
区
の
役
割
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

●
起
業
と
創
業
の
促
進

　

上
海
自
貿
区
で
は
、
民
間
企
業
の
起

業
と
創
業
に
有
利
な
環
境
を
提
供
す
る

べ
く
、
様
々
な
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
行
政
審

査
手
続
き
の
簡
素
化
と
、
ハ
イ
テ
ク
分

野
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に
対
す
る

新
た
な
融
資
制
度
の
構
築
で
あ
る
。

　

中
国
で
は
企
業
を
新
設
す
る
に
あ
た

っ
て
多
く
の
行
政
機
関
に
よ
っ
て
煩
雑

な
審
査
手
続
き
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
世
界
銀
行
の
発
表
す
る
各
国

の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
便
利
さ
を
反
映
す

るDoing Business 2015

と
い
う
報

告
書
に
よ
る
と
、
中
国
は
経
済
成
長
率

の
高
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
の
総
合
順
位
は
全
一
八
九
カ
国
中
、

第
九
〇
位
と
い
う
低
水
準
に
あ
る
と
指

摘
さ
れ
る
。
な
か
で
も
、「
企
業
設
立
」

と
い
う
項
目
に
関
し
て
は
、
順
位
が

一
二
八
位
と
な
っ
て
お
り
状
況
が
深
刻

で
あ
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
上
海
自
貿
区
で
は
、

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
審
査
手
続
き

の
簡
素
化
に
取
り
組
ん
だ
。
上
海
市
政

府
は
、
市
レ
ベ
ル
で
審
査
す
べ
き
項
目

の
多
く
の
権
限
を
自
貿
区
に
付
与
し
た
。

具
体
的
に
み
る
と
、
二
〇
一
五
年
に
、

上
海
自
貿
区
管
理
委
員
会
で
行
う
行
政

審
査
事
項
は
四
五
五
項
目
あ
っ
た
が
、

そ
の
う
ち
の
一
五
一
項
目
は
市
政
府
か

ら
権
限
を
委
譲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
自
貿
区
レ
ベ
ル
で
対
応
す
べ

き
審
査
項
目
に
対
し
て
、
自
貿
区
管
理

委
員
会
は
三
つ
の
形
で
手
続
き
の
簡
素

化
を
図
っ
た
。
ま
ず
、
公
共
安
全
と
生

産
安
全
に
関
係
の
な
い
一
一
四
項
目
に

対
し
て
は
、
形
式
審
査
と
い
う
形
で

四
八
時
間
以
内
に
審
査
を
終
え
る
よ
う

に
変
更
し
た
。
次
に
、
二
三
二
の
審
査

丁
　
可

上
海
自
由
貿
易
試
験
区
と

地
場
企
業
の
動
向

項
目
に
つ
い
て
は
、
審
査
書
類
の
減
量

化
、
審
査
時
間
の
短
縮
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
審
査
な
ど
を
推
進
し

た
。
さ
ら
に
、
残
り
の
項
目
に
つ
い
て

は
、
審
査
結
果
の
予
測
可
能
性
を
高
め

る
べ
く
、
必
要
書
類
、
合
格
条
件
、
手

続
き
の
流
れ
の
明
示
化
を
図
っ
た
⑵
。

こ
れ
ら
の
措
置
を
踏
ま
え
て
、

二
〇
一
六
年
に
は
、
さ
ら
に
一
一
六
の

審
査
項
目
に
つ
い
て
、
審
査
の
取
り
消

し
や
届
け
出
制
へ
の
切
り
替
え
、
審
査

手
続
き
の
透
明
性
の
向
上
と
い
っ
た
形

で
改
革
が
推
進
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
⑶
。

冒
頭
で
述
べ
た
自
貿
区
に
お
け
る
企
業

の
旺
盛
な
創
業
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
よ

う
な
改
革
措
置
と
密
接
に
関
連
し
て
い

る
。

　

一
方
で
、
上
海
自
貿
区
で
は
と
く
に

ハ
イ
テ
ク
分
野
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
を
支
援
す
る
た
め
に
、
特
別
な
融
資

制
度
の
改
革
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
自

貿
区
域
内
の
張
江
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
は

上
海
で
創
業
支
援
施
設
が
最
も
充
実
し

て
い
る
地
域
で
あ
る
。
域
内
に
は
三
〇

の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー
が
立
ち
上
が
っ

て
お
り
、集
積
回
路
、コ
ン
テ
ン
ツ
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＋
」
産
業
（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
伝
統
産
業
）
な
ど

の
企
業
が
入
居
し
て
い
る
⑷
。

　

上
海
自
貿
区
で
は
、
こ
れ
ら
の
企
業

を
支
援
す
る
た
め
に
、「
投
貸
聯
動
」
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と
呼
ば
れ
る
新
し
い
融
資
制
度
を
確
立

し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
投
貸
聯
動
」

と
は
、
銀
行
が
ハ
イ
テ
ク
型
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
に
対
し
て
、
融
資
を
行
う

と
と
も
に
、
出
資
を
通
じ
て
株
式
も
取

得
す
る
方
式
で
あ
る
。
通
常
、
シ
ー
ド

ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
は
経
営
が
不
安
定
で
、
銀
行
か
ら
ほ

と
ん
ど
融
資
を
受
け
ら
れ
な
い
。
し
か

し
、「
投
貸
聯
動
」
制
度
を
活
用
す
れ

ば
株
式
か
ら
生
ま
れ
た
収
益
で
融
資
の

リ
ス
ク
を
一
部
カ
バ
ー
で
き
る
。
そ
の

た
め
創
業
初
期
の
企
業
で
も
比
較
的
容

易
に
融
資
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

銀
行
は
ま
ず
子
会
社
も
し
く
は
連
携
関

係
に
あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
を

通
じ
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
へ
出
資

す
る
。
そ
の
後
、
企
業
に
対
し
て
徐
々

に
融
資
を
増
や
し
て
い
く
。

　

上
海
自
貿
区
で
は
、
二
〇
一
五
年
六

月
に
中
国
銀
行
が
率
先
し
て
張
江
ハ
イ

テ
ク
パ
ー
ク
開
発
株
式
会
社
と
「
投
貸

聯
動
」
に
つ
い
て
連
携
を
始
め
た
。

二
〇
一
五
年
末
に
な
る
と
、
上
海
自
貿

区
に
お
い
て
九
つ
の
銀
行
は
「
投
貸
聯

動
」
方
式
を
用
い
て
一
〇
五
社
の
ハ
イ

テ
ク
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
対
象

に
、
一
〇
億
二
〇
〇
〇
万
元
の
融
資
を

行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
試
験
的
な
融
資
に

進
展
が
み
ら
れ
た
段
階
で
、
自
貿
区
で

は
正
式
な
改
革
案
と
し
て「
投
貸
聯
動
」

を
導
入
す
る
と
み
ら
れ
る
⑸
。

●
対
外
直
接
投
資
の
拡
大

　

上
海
自
貿
区
の
第
二
の
役
割
は
、
中

国
企
業
の
海
外
進
出
の
制
度
的
障
壁
を

大
幅
に
引
き
下
げ
た
こ
と
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
末
の
統
計
に
よ
る
と
、
そ

れ
ま
で
の
浦
東
新
区
の
対
外
投
資
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
数
は
累
計
五
七
二
で
あ
り
、

な
か
で
も
中
国
企
業
に
よ
る
投
資
総
額

は
五
五
億
五
六
〇
〇
万
ド
ル
で
上
海
市

全
体
の
一
〇
％
を
占
め
て
い
た
。
上
海

自
貿
区
が
成
立
し
た
後
、
二
〇
一
四
年

だ
け
で
、
浦
東
新
区
の
中
国
企
業
の
対

外
投
資
額
は
五
六
億
二
一
〇
〇
万
ド
ル

に
上
っ
て
お
り
、
二
〇
一
三
年
ま
で
の

累
計
額
を
上
回
っ
て
い
た
⑹
。
そ
し
て
、

二
〇
一
五
年
に
な
る
と
、
自
貿
区
で
は

六
三
六
の
対
外
投
資
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
う
ち
中
国
企

業
に
よ
る
投
資
額
は
二
〇
一
四
年
の

五
・
五
倍
に
相
当
す
る
二
二
九
億
ド
ル

に
ま
で
爆
発
的
に
拡
大
し
て
い
た
。
上

海
自
貿
区
の
対
外
投
資
額
は
、
中
国
全

体
の
七
％
も
占
め
て
い
る
⑺
。
対
外
投

資
の
業
種
は
、
情
報
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、

不
動
産
、
製
造
業
と
商
業
な
ど
、
幅
広

い
分
野
に
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
投
資

先
と
し
て
は
ア
ジ
ア
（
五
〇
％
）、
北

米
と
南
米
（
三
〇
％
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

（
二
〇
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
⑻
。

　

上
海
自
貿
区
で
の
対
外
投
資
が
爆
発

的
に
伸
び
た
背
景
と
し
て
は
、
三
つ
の

制
度
的
要
因
を
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
、

自
貿
区
で
は
設
立
の
当
初
か
ら
投
資
管

理
体
制
の
改
革
を
行
っ
て
き
た
。
自
貿

区
企
業
の
対
外
投
資
に
関
し
て
は
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
方
式
が
導
入
さ
れ
た
。

事
前
の
審
査
制
度
か
ら
、
事
後
的
に
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
届
け
出
制
へ
と
、

制
度
変
更
が
行
わ
れ
た
た
め
、
複
数
の

部
署
に
跨
る
数
カ
月
に
も
及
ぶ
こ
れ
ま

で
の
複
雑
な
審
査
は
、
自
貿
区
管
理
委

員
会
に
て
一
元
的
に
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
書
類
に
不
備
が
な
け
れ
ば
、

三
営
業
日
以
内
に
、
海
外
で
の
投
資
や

企
業
設
立
に
関
す
る
許
可
書
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
⑼
。

　

届
け
出
制
の
導
入
に
続
い
て
、
上
海

自
貿
区
で
は
自
由
貿
易
ア
カ
ウ
ン
ト

（
Ｆ
Ｔ
ア
カ
ウ
ン
ト
）
の
設
立
も
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ｆ
Ｔ
ア
カ
ウ

ン
ト
に
お
い
て
は
、
人
民
元
と
外
貨
が

同
じ
ル
ー
ル
の
下
で
管
理
さ
れ
る
。
そ

の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
二
つ
挙
げ
ら
れ

る
。
第
一
に
、
対
外
投
資
の
際
に
必
要

な
越
境
決
済
が
人
民
元
も
し
く
は
各
種

外
貨
に
て
自
由
に
行
え
る
点
で
あ
る
。

現
時
点
で
は
、
Ｆ
Ｔ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
使

っ
て
経
常
項
目
と
直
接
投
資
項
目
で
の

越
境
決
済
が
可
能
に
な
っ
た
が
、
将
来

的
に
は
資
本
項
目
下
の
越
境
決
済
（
た

と
え
ば
、
海
外
資
金
に
よ
る
中
国
の
株

式
市
場
へ
の
投
資
、
も
し
く
は
中
国
資

金
に
よ
る
海
外
の
株
式
市
場
へ
の
投

資
）
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
⑽
。
第
二

に
、
海
外
か
ら
の
資
金
調
達
が
便
利
に

な
っ
た
点
で
あ
る
。
Ｆ
Ｔ
ア
カ
ウ
ン
ト

の
管
理
制
度
の
下
で
、
企
業
や
金
融
機

構
は
海
外
か
ら
金
利
の
安
い
資
金
を
借

り
入
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
海
外
で
の
企
業
買
収
や

子
会
社
設
立
時
の
資
金
コ
ス
ト
の
引
き

下
げ
に
有
利
で
あ
る
。
二
〇
一
五
年

一
二
月
七
日
ま
で
の
統
計
に
よ
る
と
、

上
海
自
貿
区
設
立
以
来
、
海
外
か
ら
の

融
資
総
額
は
一
一
五
〇
億
元
に
達
し
て

お
り
、
う
ち
人
民
元
借
入
額
は
二
六

〇
億
元
と
な
っ
て
い
る
、
と
報
告
さ
れ

て
い
る
⑾
。

　

さ
ら
に
、
上
海
自
貿
区
で
は
企
業
の

対
外
投
資
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
体
制
も
構
築
さ

れ
て
き
た
。
二
〇
一
四
年
九
月
二
日
に
、

上
海
自
貿
区
の
海
外
投
資
サ
ー
ビ
ス
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
融
資
、

保
険
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
機
能
を

備
え
て
お
り
、
中
国
企
業
の
海
外
投
資

を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
⑿
。

そ
し
て
、
一
年
後
の
二
〇
一
五
年
九
月

二
八
日
に
は
、
民
間
企
業
を
中
心
に
中

国
（
上
海
）
自
由
貿
易
試
験
区
海
外
投
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資
サ
ー
ビ
ス
連
盟
が
設
立
さ
れ
、
自
貿

区
企
業
の
海
外
進
出
が
よ
り
便
利
に
な

っ
た
⒀
。

●
越
境
電
子
商
取
引
の
展
開

　

上
海
自
貿
区
の
三
つ
目
の
役
割
は
、

越
境
電
子
商
取
引
（
越
境
Ｅ
Ｃ
）
の
展

開
に
非
常
に
有
利
な
環
境
を
提
供
し
た

こ
と
で
あ
る
⒁
。
二
〇
一
五
年
一
～
七

月
、
上
海
自
貿
区
の
保
税
区
を
利
用
し

た
越
境
Ｅ
Ｃ
の
取
引
件
数
と
取
引
高
は

そ
れ
ぞ
れ
前
年
比
四
六
・
七
倍
と

一
〇
九
・
二
倍
拡
大
し
て
お
り
、
自
貿

区
の
各
種
業
務
の
な
か
で
、
最
も
高
い

伸
び
率
を
み
せ
て
い
る
⒂
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
越
境
Ｅ
Ｃ
は
上
海
自
貿
区
の

目
玉
事
業
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

越
境
Ｅ
Ｃ
は
近
年
、
中
国
で
急
速
に

成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
中
国
の
貿
易
に

占
め
る
越
境
Ｅ
Ｃ
の
割
合
は
、
二
〇
〇

八
年
（
四
・
四
％
）
か
ら
二
〇
一
四
年

（
一
四
・
四
％
）
ま
で
、
一
〇
ポ
イ
ン
ト

も
上
昇
し
て
い
る
。
そ
の
主
体
は
輸
出

の
ほ
う
だ
が
、
人
民
元
の
切
り
上
げ
と

高
付
加
価
値
消
費
財
へ
の
ニ
ー
ズ
の
拡

大
に
よ
っ
て
、
最
近
、
輸
入
額
は
急
増

し
て
い
る
。
越
境
Ｅ
Ｃ
に
占
め
る
輸
入

の
割
合
は
、
二
〇
〇
八
年
の
四
・
二
％

か
ら
二
〇
一
三
年
に
は
一
一
・
二
％
へ

と
増
え
て
い
る
⒃
。

　

越
境
Ｅ
Ｃ
の
輸
入
は
、
当
初
、
個
人

に
よ
る
輸
入
代
行
、
い
わ
ゆ
る
Ｃ
２
Ｃ

（
個
人
対
個
人
）
の
形
で
展
開
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
脱
税
や
偽
物
商
品
の

問
題
が
多
発
し
て
お
り
、
中
国
政
府
と

し
て
は
こ
れ
を
よ
り
正
規
な
Ｂ
２
Ｃ

（
企
業
対
個
人
）
の
形
に
転
換
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
Ｂ
２

Ｃ
取
引
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
外
国

商
品
を
低
コ
ス
ト
か
つ
効
率
的
に
販
売

で
き
る
経
済
特
区
の
よ
う
な
環
境
が
必

要
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、

自
貿
区
で
は
創
設
当
初
か
ら
、
越
境
Ｅ

Ｃ
の
推
進
が
重
要
な
目
標
と
し
て
掲
げ

ら
れ
て
い
た
。

　

上
海
自
貿
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
跨
境

通
（
Ｋ
Ｊ
Ｔ
）
と
い
う
上
海
市
に
所
属

す
る
国
有
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ

イ
ト
に
越
境
Ｅ
Ｃ
に
関
す
る
独
占
的
な

経
営
権
を
付
与
し
て
い
た
。
二
〇
一
三

年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
Ｋ
Ｊ
Ｔ
で
は
、

薬
品
と
生
鮮
品
以
外
の
消
費
財
は
ほ
と

ん
ど
輸
入
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
Ｋ

Ｊ
Ｔ
サ
イ
ト
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
以
下
の
五
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
海
外
の
企
業
は
中
国
で
企
業

登
録
を
し
な
く
て
も
、
中
国
市
場
開
拓

が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

Ｋ
Ｊ
Ｔ
で
は
、
出
店
企
業
が
税
関
に
届

け
出
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
ま
た

外
国
企
業
に
よ
る
単
独
の
出
店
を
認
め

て
お
ら
ず
、
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
や
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
受
け
る
中
国
側

の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
存
在
を
要
求
し
て
い

る
。
こ
の
制
度
の
影
響
で
、
最
近
、
中

国
側
パ
ー
ト
ナ
ー
の
業
務
を
専
門
に
引

き
受
け
る
地
場
企
業
が
多
数
現
れ
て
お

り
、
ま
た
、
海
外
で
越
境
Ｅ
Ｃ
に
携
わ

る
華
人
企
業
の
多
く
も
、
相
次
ぎ
自
貿

区
へ
進
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

Ｋ
Ｊ
Ｔ
を
利
用
す
る
第
二
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
商
品
の
輸
送
時
間
の
大
幅
な
短

縮
と
輸
送
コ
ス
ト
の
軽
減
化
が
図
ら
れ

た
点
で
あ
る
。
Ｋ
Ｊ
Ｔ
を
利
用
し
て
越

境
Ｅ
Ｃ
を
行
う
場
合
に
、
二
通
り
の
商

品
の
輸
送
方
式
が
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と

つ
は
、
海
外
の
業
者
か
ら
直
接
、
郵
送

に
て
中
国
の
消
費
者
に
商
品
を
届
け
る

方
式
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
自
貿
区

で
は
倉
庫
を
持
つ
必
要
が
な
く
（
す
な

わ
ち
在
庫
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
な
く
）、

通
関
の
手
続
き
を
行
う
の
み
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
方
式
は
商
品
の

輸
送
時
間
が
比
較
的
長
く
、
日
本
か
ら

の
場
合
は
一
週
間
か
ら
一
〇
日
程
度
か

か
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、

自
貿
区
の
保
税
区
で
倉
庫
を
持
ち
、
在

庫
を
抱
え
て
い
な
が
ら
商
品
を
届
け
る

方
式
も
あ
る
。
Ｋ
Ｊ
Ｔ
は
後
者
の
方
式

に
対
応
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
受
発
注
シ
ス

テ
ム
の
開
発
に
か
な
り
力
を
注
い
で
お

り
、
三
〇
〇
〇
万
元
も
投
資
し
て
い
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
倉
庫
に
指
示
を

出
し
て
か
ら
商
品
を
出
荷
さ
せ
る
ま
で

に
、
わ
ず
か
一
日
し
か
か
か
ら
な
い
。

通
関
手
続
き
に
必
要
な
時
間
も
カ
ウ
ン

ト
す
る
と
、
発
注
し
た
後
、
最
短
二
日

で
商
品
が
消
費
者
の
手
元
に
届
く
。

二
〇
一
五
年
、
Ｋ
Ｊ
Ｔ
の
海
外
か
ら
の

直
接
郵
送
に
よ
る
取
引
高
は

一
億
二
二
〇
〇
万
元
だ
っ
た
が
、
自
貿

区
の
保
税
区
に
あ
る
倉
庫
を
活
用
し
た

方
式
の
取
引
高
は
三
億
一
七
〇
〇
万
元

に
も
達
し
て
い
た
⒄
。

　

Ｋ
Ｊ
Ｔ
を
利
用
す
る
第
三
の
メ
リ
ッ

ト
は
、通
常
の
輸
入
に
必
要
な
税
金（
関

税
、
増
値
税
）
や
諸
費
用
が
節
約
で
き

る
点
で
あ
る
。
上
海
自
貿
区
で
は
、
一

時
期
、
こ
れ
ら
の
税
金
や
諸
費
用
の
代

わ
り
に
、
比
較
的
税
率
の
安
い
「
行
郵

税
」
と
い
う
税
金
だ
け
を
徴
収
し
て
い

た
。
商
品
別
に
行
郵
税
率
は
異
な
っ
て

い
る
が
、
食
品
、
美
容
、
文
具
、
楽
器

な
ど
の
場
合
は
税
率
が
一
〇
％
に
な
っ

て
い
た
。
そ
し
て
、
税
金
が
五
〇
元
以

下
の
場
合
は
、
免
税
と
い
う
扱
い
に
な

っ
て
い
た
。
た
だ
二
〇
一
六
年
四
月
以

降
、
行
郵
税
は
取
り
消
さ
れ
た
。
関
税

は
依
然
と
し
て
無
料
だ
が
、
増
値
税
と

消
費
税
は
既
存
税
率
の
七
割
で
徴
収
さ

れ
る
模
様
で
あ
る
。

　

Ｋ
Ｊ
Ｔ
を
利
用
す
る
第
四
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
通
関
に
関
連
す
る
煩
雑
な
手
続
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き
を
行
う
必
要
が
な
い
、
と
い
う
点
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
中
国
で
は
輸
入
商

品
に
対
し
て
商
品
検
査
、
輸
入
許
可
や

衛
生
許
可
の
取
得
の
中
国
語
商
品
ラ
ベ

ル
へ
の
張
替
え
な
ど
が
厳
し
く
求
め
ら

れ
て
い
た
。
多
品
種
少
量
の
越
境
Ｅ
Ｃ

の
商
品
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
手
続
き

は
コ
ス
ト
が
高
い
う
え
に
、
多
く
の
時

間
も
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
自
貿
区
の
な
か
で
発
生

す
る
消
費
活
動
は
、
外
国
で
の
購
買
行

為
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、
輸
入
に
関
連

す
る
諸
手
続
き
は
必
要
な
い
。

　

Ｋ
Ｊ
Ｔ
を
利
用
す
る
第
五
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
代
金
回
収
の
リ
ス
ク
が
存
在
し

な
い
点
で
あ
る
。
Ｋ
Ｊ
Ｔ
サ
イ
ト
で
は
、

商
品
代
金
の
入
金
が
確
認
で
き
た
後
、

出
荷
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
外
国
企
業
と
の
間
で
ド
ル
や

円
建
て
で
決
済
を
行
う
。
し
た
が
っ
て
、

い
ま
ま
で
中
国
の
国
内
販
売
で
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
た
代
金
回
収
の
問

題
が
完
全
に
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

中
国
で
は
、
越
境
Ｅ
Ｃ
の
発
展
を
促

進
す
る
た
め
に
、
自
貿
区
が
立
地
す
る

都
市
（
上
海
、
天
津
、
広
州
、
深
圳
）

と
と
も
に
、
そ
れ
以
外
の
一
部
の
都
市

（
杭
州
、
蘇
州
、
重
慶
、
合
肥
、
鄭
州
、

成
都
、
大
連
、
寧
波
、
青
島
）
で
も
、

前
記
の
よ
う
な
優
遇
措
置
を
認
め
て
い

る
。
い
ず
れ
の
都
市
で
も
、
基
本
的
に

政
府
の
主
導
の
下
で
Ｋ
Ｊ
Ｔ
の
よ
う
な

国
有
ネ
ッ
ト
通
販
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ

て
い
る
が
、
な
か
に
は
当
該
の
サ
イ
ト

に
独
占
権
を
認
め
な
い
地
域
も
存
在
し

て
い
る
。

（
て
い　

か
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

企
業
・
産
業
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴ 

「
上
海
自
貿
区
交
『
年
報
』
創
造
上

海
核
心
生
産
総
値
」（
上
海
自
貿
区

W
eChat

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
二
〇

一
六
年
二
月
一
七
日
）
の
情
報
に
基

づ
き
筆
者
計
算
。

⑵ 

「
看
似
尋
常
最
奇
崛
―
―
従
三
個『
対

比
』透
視
上
海
自
貿
区
改
革
新
進
展
」

上
海
自
貿
区W

eChat

公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
五

日
。

⑶ 

「
李
克
強
签
批
同
意116
項
行
政
許

可
事
項
先
行
試
験 

上
海
『
証
照
分

離
』
獲
批
試
点
三
年
」（http://

w
w

w
.shanghai.gov.cn/nw

2/
nw

2314/nw
2315/nw

4411/
u21aw

1091792.htm
l

二
〇
一
六
年

三
月
一
八
日
ア
ク
セ
ス
）。

⑷ 

「
看
似
尋
常
最
奇
崛
―
―
従
三
個『
対

比
』透
視
上
海
自
貿
区
改
革
新
進
展
」

上
海
自
貿
区W

eChat

公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
二
五

日
。

⑸ 

「
上
海
自
貿
区
『
先
行
先
試
』
投
貸

聯
動
」
上
海
自
貿
区W

eChat

公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
二
〇
一
六
年
二
月

一
五
日
。

⑹ 

「
上
海
自
貿
区
対
外
投
資
額
超
歴
年

総
和
、
出
海
橋
頭
堡
是
怎
么
錬
成

的
？
」
上
海
自
貿
区W

eChat

公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
二
〇
一
五
年
一
〇

月
二
九
日
。

⑺ 

「
上
海
自
貿
区
交
『
年
報
』
創
造
上

海
核
心
生
産
総
値
」
上
海
自
貿
区

W
eChat

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
二
〇

一
六
年
二
月
一
七
日
。

⑻ 

「
上
海
自
貿
区
対
標
国
際
標
準　

助

企
業
降
貿
易
成
本
」
上
海
自
貿
区

W
eChat

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
二
〇

一
五
年
一
〇
月
一
八
日
。

⑼ 

「
上
海
自
貿
区
対
外
投
資
額
超
歴
年

総
和
、
出
海
橋
頭
堡
是
怎
么
錬
成

的
？
」
上
海
自
貿
区W

eChat

公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
二
〇
一
五
年
一
〇

月
二
九
日
。

⑽ 

「
上
海
自
由
帳
戸
你
懂
多
少
？
」
上

海
自
貿
区W

eChat

公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
、
二
〇
一
五
年
九
月
五
日
。

⑾ 

「
上
海
自
由
貿
易
区
跨
境
人
民
幣
結

算
総
額
近
万
億
元
」
上
海
自
貿
区

W
eChat

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
二
〇

一
五
年
一
二
月
八
日
。

⑿ 

「
上
海
自
貿
区
対
外
投
資
額
超
歴
年

総
和
、
出
海
橋
頭
堡
是
怎
么
錬
成

的
？
」
上
海
自
貿
区W

eChat

公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
二
〇
一
五
年
一
〇

月
二
九
日
。

⒀ 

「
上
海
自
貿
区
成
立
境
外
投
資
服
務

聯
盟
」
上
海
自
貿
区W

eChat

公

式
ア
カ
ウ
ン
ト
、
二
〇
一
五
年
一
〇

月
九
日
。

⒁ 

以
下
、
越
境
Ｅ
Ｃ
に
関
す
る
記
述
は
、

特
別
に
断
ら
な
い
限
り
、
二
〇
一
六

年
三
月
一
〇
日
に
実
施
し
た
上
海
頂

点
汪
艇
総
経
理
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
依
拠
し
て
い
る
。

⒂ 

「
自
貿
区
跨
境
電
商
迎
爆
発
式
増
長
」

（http://w
w

w
.sh.xinhuanet.

com
/2015-10/09/c_134694594.

htm
 

二
〇
一
六
年
三
月
一
八
日
ア

ク
セ
ス
）。

⒃ 

「
二
〇
一
五
年
中
国
跨
境
电
商
行
業

市
場
発
展
現
状
分
析
」（http://

w
w

w
.c

h
y

x
x

.c
o

m
/

industry/201508/334399.htm
l 

二
〇
一
六
年
三
月
一
八
日
ア
ク
セ

ス
）
の
資
料
に
基
づ
き
筆
者
計
算
。

⒄ 

「
上
海
啓
動
跨
境
電
商
示
範
園
区　

引
来
京
東
蘇
寧
」（http://finance.

h
u

an
q

iu
.com

/roll/2016-
03/8711004.htm

l 

二
〇
一
六
年
三

月
二
九
日
ア
ク
セ
ス
）。
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